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バンクロフト糸状虫症の伝搬に関わる

アカイエカの役割に関する実験的研究

第1報27℃及び25℃で飼育した感染蚊の体内に於ける

フィラリア幼虫の発育，分布及び生存数について
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吾国では,バンクロフト糸状虫の中間宿主

としてアカイエカが最も適当な蚊であること

が望月(1910,1911),山田(1927),小林

(1940),山下(1953,a,b),外山(1956),

等によって実験的に証明されており,自然感

染率も他の蚊に比して特に高率であることほ

山下(1951),長花等.(1954⊥1955),大島

(1956)等によって明らかにされできた･然

し蚊体内に於けるフィラリア幼虫の生態に関

しては尚不明の点が多く,宿主と寄生虫の生

物学的な関係卜或は蚊が糸状虫症の伝搬上

東している疫学的な役割についてほ実験的に

究明すべき幾多の問題が残されている･著者

ほこれちの語間由を解決するために,27-C

又はニ25-C恒温室内で感染せしめたアカイエ

カを33,30,27,25,24,22,18,16,13及

び10-C等の各種の恒温度及び冬期の室内,

室外の白糸温度下で飼育して,これらの温度

がフィラリア仔虫及び幼虫の発育,生存に及

ぼす影響を調べ,更に第Ⅲ期幼虫の蚊体内に

1=1

於ける分布,感染量と蚊の生存期間との関係

等を追究すると共に.,この間雇傭した愚者の

内,延17名について仔虫保有数と蚊の摂取す

る仔虫数との関係を調べ,人末梢血流中に於

ける仔虫の分布様式につし-,て,個体群生態学

的な立場から吟味を行って幾多a)興味ある知

見を得たのでその結果を順を追って報告す

る._
本研究ほ昭和27年から29年迄ほ人糸状虫研

究班の一員として,30年から32年迄は人畜糸

状虫班員として文部省科学研究費の補助を受

けて行ったlこゝに記して謝意を表する.

本報ほその第1報とし七,27-C及び25-C

接触中の蚊体内に於けるフィラ~リア幼虫の生

態に関する知見をまとめたものt､ある.25_

27°Cの痕度ほフィラリア幼虫の発育上最適

範囲にあって,これらの温度下での観察結果

は,それ以上或は以下の温度7での宍.鼠結果

を批判する場合の基準となり得ろので棺詳細

に記述しておきたいl

実験材料と方法

夏期は,温室及び鰐卵器を使用して各笹の定温度

を得ることが吾々の研究室の条件下では精細簸であ

り,蚊の生存期間が短縮して死亡率が高くなり多数

の材料を得ることが容易ではないので,笑験は主に

故に始め冬期から宥にかけて行った.感染失験を行

った温室(内径180×180×180cm)内の温度は大体

27士1°C及び25士1°Cを得たが,湿度は自動的

には調節出来ず,乾燥時にはビニ←ノ:ノの内面に散水

したもので蔽って飼育箱内を大体65-85^^保つこ

とができたl
舞験に供した蚊ほすべてアカイエカ,Culexpi

pienspattensCoquillett,で長崎県諌早市内
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の，数軒の飲食店からの下水が流れ込む下水池で謬

直する蠣を採集し，20×20×30ヒmの針金の枠を縄・

布の袋の中に入れた飼育箱中に収容して温室内で羽

化させ，8を除いて数日絶食させた．吸血はバンク

ロフト糸状虫，WuChereria baTDCrqfu（C。bbold，

1877°の仔虫保有者を温室内で仰臥させ下腿を，

200個体の絶食〇蚊を収容した上記飼育籠中に入れ

させ，22．00，一24．00，の間に約1時間静止させて

行った．吸血中温室内を暗黒にした場合と2燭光の

赤色電球1個を点けた場合とがあるが吸血率は殆ん

ど変らないので多くは後者の薄暗い条件下で籠に黒

布を蔽つておいた．約1時間中に充分或は殆んど満

腹した蚊は吸血直後’飼育籠の大小に応じて30～

100個体ずつ別の籠に入れ，2～5％砂糖水を浸した

脱脂綿をその中に吊り毎日うすい砂糖水を追加注入

して蚊がいつでも吸水できるようにしておいた．

蚊体内に於けるフィラリア幼虫の発育の過程を追

究する場合には，感染血棋戒彼の蚊を毎日数値体ヂ

つ双眼舞体顕微鏡下で生理的食塩水中で剖検してフ

ィラリア仔虫及び幼虫の生死’体長等を測定し，乾

燥後ギムザ染色を行つて再検した．一方，フィラリ

実　　験

蚊が摂放した仔虫が感染幼虫になる迄の変態の

仕方及び各発育期の特長等は山田（1927°，Fcng

（1933°，小林（1940°等によちて詳細に報告されて

いるが，生態学的に，飼育温度との関係に放てその

発育過程，発育停止の時期或は死期を追求していく

場合にはⅠ，Ⅱ及びⅢ期の発育階梯を更に細分する

ことが望ましいので第1表に示すように区分した・

然し実際にはこの区分は困轍な場合も，不正確を免

れない場合もあつて，生理的食塩水中で剖検した金

の標本について体長を測定する場合と染色標本につ

いての場合とでは差があり，特に死体や溶解しつゝ

ある虫体或はキチン化したものを測定する場合には

令期すら識別できない場合がある．このような場合

には虫体の外見とその時の体長とから令期及び細分

した発育期を著者め経験に徹して推定した．

凡．27。cでの実験成績

第1表に京すような細分の仕方に従つて，2フ。C

内で飼育，羽化，絶食せしめた後感染血を摂取させ

ア幼虫の発育及び生存に及ぼす温度の影響を見る坂

合には，その温度に疲解．させた一群の感染蚊が自然

に死に或は死に顔したものを毎日取り出して上記の

様にして剖検し，最後の蚊が自然死を遂げる迄契験

を続けた．

ギムザ染色後の水洗は，人血液の厚層標本の場合

には行つたが，感染蚊の塗珠標本では，仔虫や幼虫

の流失を防ぐためにこれを行わなかつた．染色後水

洗しない標本は温暖の頃にはすぐ衛が生えるのでナ

フタリンとクレオソートで防徹した茶箱中に保存し

た．

フィラリア仔虫及び幼虫の体長の測定には．

Micrometerを使用したが本報告中の表及び図に京

すMiCrometcrScalc即ち祐子数とは双眼実体顕微

鏡の援眼レンズ下に挿入した格子状ミクロメrタ

rで測定した値であつて，オリンパス双眼実体顕

微鏡の12・5×3のレンズ組合せの場合に1祐子＝

0．170mI¶に相当する．格子状ミクロメーターは曲

りくねつた虫体の長さを測定するのに，物差状のも

のよりも便利であるので全実験を通じて虫の体長は

この意味の格子数で京すことにした．

成　　績

た一群の蚊体内でのフィラリア幼虫の発育状況を京

すと第1図の通りである．

第1図は2フ。C境触中の最短の発育過程を単項式

的に京したものであるが，実際には同一〇蚊に摂取

された仔虫の中にも速かに発育するものから発育が

連れ或は発育の途中で死亡するもの迄可成りの個体

差がみられる．

図に見られるようにI期の期間は比較的長く6，7

日後にⅡ期に至日蓮する．Ⅱ期は成長が非常に速かで

あり，著しい成長の個体差を生ずる・最も早く成

長するものは感染後11四日の蚊体内でⅢ期に到達し，

12日目に感染幼虫となる・然しこゝに注意しなけれ

ばならない執ま各発育期の区別である．莫際には，

第Iと∬期及び第∬とⅢ期の区別が2祐子或はフ藤

子に確然と存在するの・ではな・く2路子以上或は以下

でⅠ期になるもの，7格子以上或は以下でⅢ期とな

るものが慶見られる．特に後者の場合には8路子以

上或は6格子位のⅢ期幼虫が見られる事．も稀にはあ
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Tablel Diagnoヲis ofdevelopmentalstages0f丘1ariaein Culex9iPieT”？allens byeⅩternal

aPpearance

・蒼 卜㍑ 蒜 n三 mm W idth

】n mIⅠ］

Rernarks （sec also below「

十 車 4■1・8 0・238－
0・306

q

．0．0063ー
0．．0081

Exsheath

f b
1．8－1．1． 0．306－ 0．0067一 Sh。rtenlng and gradualthickening of thebody

■　0’・187 0・0124 occur■

m

l

1・0－0．8一1．0
0．170一0．136「0．170

0・01410．0282 Theshortestsausagestage
1．1－1・99

0．18フー
0／338

0・0247一
0・0353

或1ongatlon arid thicken－ing orpthe body occur ．

1st ecdysis

a －2い 4．0 呂二喜芸3■

Ⅱ． ・b 4い 6・0 冒二§≡呂ー

c ・ 6．0■7．0 1．020■

　1・190

0・ヲ282■ l．EL‾a，b and c are dii千 d Only iェC6寸V干nキ

0・0371

2nd ecdysis

　 a 7．0－8．0

Ⅲ

　 b フ．0－11・0

　 n
1．190ー
1・360　 0．0282－ Fron】a 10 b gradual elongati011 and thint］ing

1．190－　 0・0176

1．870

ノoccuT

Ia：．Microfi1aria一ore山bryonalstagcendsbycastingofeggmembral－eSeVeralhoursaflerthey

（l）rcaChed sLon】ach0f the mosquilo．

，．1、he bodylength of the】c s1agelarvae just prior to Lhc second ecdysis va・．ywithindividuals

from6・．O to7．O orrr）orein micrometerscale。Theeasy distinction of this frム】i）theⅢ

Stagelarvaeisin the shape of the caudalend・Thc foT工r）er hasl）一untly p。inted conica一

tait whi］e thelatter has three remarlくab一e globular caudalpapil一ae。

Extermlly，Ⅲ　a and b can r0uglllybe distinguishedby alonger andI加ore Slcnder appearance

of thelauer●

る．この様な場合にも形態を調べる目的で特別に作

つた標本では勿論区別できそが生態学的に多数の蚊

について剖倹し，簡単のためにギムザ染色をした標

本では区別が困鄭な場合が靂あり特に第3串以下で

述べるような各笹の不適温度に境触させた場合には

発育途中死亡してよく染色されなくなつたり，変形

したり溶解し始めたりして区別できない場合が多

い・このような場合には既述したように外見，体

長，体巾等から令期を推断した．

以上の発育過程を基準として，Lot No．71の

38鱒体の感染血寝取蚊につ卜、て，自然に死んだ或は

死に顔した日に剖検して，体内のフィラリア幼虫の

発育期，寄生部位及びその個体数を調べ一定期間毎

にまとめた結果を京したのが第2表である．

表に京した期間の区切り方は，感染血摂取後幼虫

が成熟する迄の11日間，その後の10日間毎及び最後
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ーの13日間に分ち，その間に起る

生態の変化を比較し得るように

した．但し，最後の期間はその

間に死んだ蚊の数が少なくとも

5，6個体以上になるようにし

た．この実験に於て自然に死ん

でいつた38個体の夫々について

仔虫及び幼虫鐘有数は京さない

が一，二の特例について述べて

おく．フィラリア幼虫の最多数

を保有していた蚊は第1群に属

する〇　No．12で感染血摂取後

9日目に異常行動（主としてm

期幼虫の多寄垂を受けた時に見

られる気違いじみた行動で詳し

くは考察の項で述べる°が見ら

れたので剖検した所Ibが3，

Icが5，Idが89，”aが19隻，

計116隻が胸筋内で発見された．

これに次いで多数に保有してい

たものは第2群に属する〇Nq・

15で13日目に死亡したのであ

るがIb2，Idl，Ⅲa13，Ⅱb

14，Ⅱc3及びⅢa13，Ⅲb　8

隻即ち未成熟幼虫33隻とⅢ期幼

虫21隻とを保有していた．これ
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i〕ays kept at27。C

とは逆に全く仔虫及び幼虫の発

見されなかつた蚊は第1群中，1，第3群中1，第4

群中2，討4個体で38個体の10．5％に当る．

第2表に示した数字から各群毎のⅠ＋Ⅱ期，．Ⅲ期

及び全幼虫数の夫々の1〇平均並びに最後老の全平

均（11．3°に対する割合を元したのが第3表であ

る．

第3表から分るように1〇平均の幼虫保有数は，

早く死んだ蚊群に放ける程多く，長く生存するもの

程その数が次第に減少していることが窺われる．

次に，Ⅲ期幼虫の分布状態をみるために，第2表

に京した各群のⅢ期幼虫が蚊体の5部分即ち壁，腹

部，胸部，頭，及び吻に分布する数の百分率を出

し，その信頼限界を信頼蟹60％で禾すと第2図のよ

うになる．第4群即ち感染血摂取後32－44日の間に

死亡した蚊の数は少ないので信頼巾が広くなつて明

確を欠くが，全体としてみると胞と腹部には有意的

に多く分布している事が分る．然し胞と腹部聞及び

肢，頭，吻間には有意差は認められない：興味のあ

ることには，蚊の同一部位に於ては各群内即ち日数

の経過に伴う差が殆んど認められないことである．

B●　25。cでの実験成績

25°C温室内で，蝿から羽化させ，絶食後，感染

血を摂祝させた蚊体内でのフィラリア幼虫の発育状

況を，感染後毎日数個体ずつ剖検して追究した成績

から半嘆式的に作図したのが第3図である．この図

から分るように25。Cでは蚊の感染血摂取後8，9

盲目に幼虫は打期に到達し，その後急速に成長して

12，13日目に】c期に到達し，14日日に灯a期，15

日日に始めて感染幼虫となる・然し’2フ。Cの場合

にも述べたように，蚊の個体により，叉’同一〇体

内に於てもフィラリア幼虫の個体によりその発育に

著しい差が見られる．例えば打c期でありながら体

長がフ．5，時に8・0椅子以上のものが認められる．こ

の事は既に述べたように2フ。Cに於ても認められた
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Fig．2　60％con丘denceinLcrva一sforpopulation

percentagenumberofthirdsLagelarvaeinfive

parLs0fthcbodyofmosquitocsat27°C

o　　　〝　　　j野　　　°o　　　一郎　　　Joス

∠呼。

月”．

伽．
〟由正

劇o，・

，
＿　　　　　　　．

．

Ren）arks：2，3and40feachthreclinesrepre・
SentthegroupNo．indicatedinTable2

が25。Cでは発育が幾分徐々に進行するために個体

差がより明らかに認められるので第3図にはIcを

了梅子を越えて7．5梅子迄延長して京してある．

次に第3図に京したような発育基準に基いて，

25。C内で羽化，絶食，感染させ引き続きこの温度

で飼育したLot No．94．3，4の116個体が自然に

死に又は死に顔した時に剖検した結果を第4表に京

した．感染血摂取後の経過日数の区別は’27°Cの

場合と同様の意図によつて，未成熟期の13Eま，Ⅲ期

幼虫が出現してからの10日間毎及び最後の42日間と

し，表には夫々の期間内に剖検した6－62個体の蚊

Table2　　Number offi1ariae foundin mos（1uiloes which died naturauywithin each successiVe

intcⅣalat27。C

〇
Z

。一
…コ°
」じ

D a）fs arter
infeeLive m eal

嘉一eⅣal■days

N atu－al death l

of m os（1uito

w itbin the
三若 温 N o・

infcctive m eal

N o．of filariae of each stage found in 1加OSquiLoes　－

・ 1－11 11 3・11　 14 49　28 126 2フ　6　3 239

6 24 27 7■ 3 6ウ

239

2 12－21 10 ・13－21　　 6 2　　 0　　 3 17 14　3 39 106

3 22－31 10 23－31　 10 7　　 0　　 0 4　3　1 15 3 14 18 田 ・6 52 67

4 32■44 13 32－44　　　 8 0　　 0　　 0 1　0　0 1 2 5 4 2■ 2仁 15 16

1－4
ト 44 －44 －38 －58 28 129 l49 23 7 ］ 294 い1－43 ー49 I20 い 1回 428

Remarks：1°　Mos〔1uitoes（Lot No．71）a11owcd to emergefromwild caughtpupaewereexposed

to apatieutduringfrom2l・30′to22・30′，November29，1953in a rearing rooⅡ】

of about27。C and65■85ク左R．H．

2°　Mean No．of Mf per20cmm from perip一1era一blood ofthepatient before and after

thc feediTlg of mosquitoes wasl∠2．5and the expected No．of Mf which would be

talくen up by an er）gorged fernale mosquito was40・8．

3°　Mosqui10eSWhichdiedorweredyil唱withina dayweredissected for filaTiae every

day・

4°　The占■ariaebel0ngingtotheland汀s（ages，eXcePLing some0fIウbeingイound

in abdomen，Were allfoundin the tlloraX・

．5°　Five third stagelarvaewerefoundvery activcin the■ast mosquitowhiChwasdying

0n Lhe forty－fourLh day aflerinfeCtive mcal・

Table3　Decremcnl・innurnber0ffi1ariaein successivegroups（sh。Wnin Table2）aL27。C

N。． Ⅰ十 甘　 －　　 Ⅲ　　 ■　　 I 十 甘十 Ⅲ・

Group mosq・ N o． l per 〇・．・l N o． ．Per 〇 一 N o トper 〇 Z Its三…ま1o

・1　　　 14　　　　 239　　　 17．1 　　 239 17．1

11・2　 106 17．7

1・51

2　　　　　 6　　　　 39　　　　 6・5　　　　 67 ．1．57

3　　　　 10　　　　 15　　　 1．5　　　　 52 5・2　　　　　 67　　　　 6・フ 。．59

4　　　　　 8　　　　　 1　　　 0．1　　　 15 1．9　　　　　 16　　　　 2．0 0．18

Tota・－　 38 －　 294 －　 7・7 － 134 l 3・5 －　 428 l ll．3 l l．00
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llr Fig･ 3　Development ｡f

the larvae at 25｡C
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体内で発見されたフィラリア幼

虫の各群毎の合計数を京してあ

る.本舞験に於て1 〇体内に最

多の幼虫を保有していた蚊は第

2群中の感染後170日のものと,

18日目のもの及び韓.3群中の24

日馴こ死亡したものとの計3個

体で,共に26隻を保有し,未成

熟幼虫とm期幼虫との割合は夫

々2, 24:2, 24及び4, 22隻

であつた.このように最高の保

有数が27oCの場合に比して少

なかつたのは,茨血前後に於け

る患者の2Qcmm中の平均仔虫

数が30･8隻で, 1 〇の鞍取予想

数が10.3隻に過ぎなかつた事に

ょるものと思われる.これらの

3個体の内,前2者は死亡前異

常行動を京したが後者について

は不詳である.一方仔虫及び幼

虫を全然保有していなかつた蚊

は第1, 2, 3, 4及び5群中2,

2' 1･ 2及び1'討8個体で全

蚊数116個体の6･9%に当る.

第A■･表の数字から, I十Ⅱ,

Table 4　　Number of filariae found in mosquitoes which died naturally within each successive
interval at　つ5°C

N atuTaーdeath

or m osqlー1to
N o・of占）ariae of each stage found 5n mosqujloes

。…。．・÷ト闇i軒霹匪
1　 1■13　 13　　　 2－13　　　 6 0　34　18　　2　2　1　 5フ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5フ

2　 14－23　 10　　 14■一23　　　 62 0　 0　 0　15 35 16　 66　 70　83 14］　89111 494　560

3　 24■33　 10　　　 24－33　　　 28 0　　0　　2　10　8　1　 21　 20　48　42　54　35 199　220

4　 34■43　 10　　　 34－・41　　 14 0　 0　 0　　0　4　1　　 5　　 4　　6二11　 8　7　36 ．　41

5 44・85 42　 46－85　 6

ト 5い ■85 l 85 －　 い16

0 0 0 0 1 0 1 0 5 10 0 1 16 1フ

－0 34 20 －27 50 19 い50 l94いチ2l204い5巾54l745卜895

1) Mosquitoes (I/ot No. 94.3 & 4) allowed to emerge from wild caught pupae were
exposed to a patient during from 23.00' to 24.00', November 6, 1955 in a
rearing room of about 25°C and 65-85^ R. H.

2) Mean No.of Mf per 20cmm from peripheral blood of the patient, before and
after the feeding of mosquitoes was 30.8 and the expected No. of Mf which
would be taken up by an engorged female mosquito was 10.3.

3) and 4) Thesame as thoseshown in Table2.
5) No larvae were found in the last mosquito which died on the eighty-fifth day

after infective meal, but in the last but one mosquito which died on the eightieth
day of the meal, three very active third stage larvae were found.
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ナabJe5　DecrelT］elltitlnu1工］berof△1ariaeinsuccessiVegrouPS（showninTable4°at25°C

N o．
Ⅰ十　Ⅱ

Ⅲ． l　 I ＝ ＋ Ⅲ

m（，Sq． N o． い er 〇 ．　　 ． ．　　 ●　　　 － ．　　 ・．

1 6 57 9・5

494

57 9・5 1・23

2 ． 62 66 1．1 8・0　　　　 560 9．0 1．17

3 28 21 0・8 199 7・1　　　　 220 7．9 1．03

4 14 5 0・4 36 2．6　　　　　 41 2．9 0．38

5 6 ・ 0・2 1e 2・7　　　　　 17 2．8 0．37

Total 116
150　 － 1・3 フ45 【 6．ー4 ．－　 895 篭　 7・7 l l・00 ‥

町及びI＋汀十Ⅲ期幼虫の各群

毎の1〇平均数並びに畢後者

の，その平均（7・7°に対する

割合を京すと第5表の通りであ

る．この裏からも，早く死亡し

た蚊群に於ける程，保有するフ

ィラリア幼虫の数が多く，長く

生存したもの程その数が少なく

なつていることが窺われる．

次に，蚊体内での灯期幼虫の

分布数の百分率の信頼限界を信

頼度60％で京すと第4図の通り

となる．

Fig。4　60％confidenCeintervals for populEtti0n Percentage
number0flllird，Stage　一arvEtein　fiVe partS Or the body

of n］oS〔lui10eS at25。C，

o　　　”　　？o、　°o l″　　J甘

∠βダ△

月　”．

職．
″功α虚

血。夢

・■ヱ
＋°

∫
ヰ

．

…

‾‾　　　L

’

RemaTlくS：

第4図からⅢ期幼虫は胸部に棺多いこと，吻，

頭，蝮部間には大差のないこと及び感染後の経過日

考

各種温度に於ける感染蚊体内でのフィラリ

ア幼虫の発育状況を予備的に追究した結果か

ら27。C－25。C　が最適温であることを知つ

たので，第3報以7で報告する総ての感染実

験に使用した材料は27°C又は25。C恒温

室内で蛸から羽化させ，・数日絶食させた後感

染血を摂取させた直後に各種の実験温度に接

触させた・こういう意味でこれら両温度下で

の実験結果は詳細に記載しておくことが望ま

しいので以下両温度での実験結果を比較しな

がら考察を加えたい．

（り　フィラリア幼虫の発育状態と．発育途中の死

亡並びに幼弱幼虫の多寄生が蚊の生存に及

ほす影響について

27。C　では25。C　に於けるよりも3日早く

古o　　　ワp　　　8o％

」
2，3，4and5of each fourlines represent the

group No・indicatedin Tab一e4

数と蚊体各部に分布するm期幼虫数の百分率との間

に一定の傾向が認められないことなどが分る．

察

感染幼虫となるが，何れの場合にも仔虫がⅠ

期となる迄には全発育期間の4■以上の日数が

必要であつて蚊に摂取された仔虫が脱鞘し移

動して第1回の脱皮をなし得る迄に生理的，

形態的に著しい変化の起ることゝ符合する。

適温下で少数寄生の場合にはⅠ期幼虫の死亡

の少ない事は第4表の第2群以下でⅠ期幼虫

が殆んどみられない事でも分る・然し多寄生

の場合には発育が遅れ終に死亡するものがで

てくる。第2表の第2，第3群にもI期幼虫

がみられるのはそのためだと思われる。第2

及び第4表の第2群では既に感染幼虫が現わ

れてきているから第2群以下に見られる幼弱

幼虫は発育が遅れたものである．勿論，同時

に摂取された仔虫が揃って発育して行くもの



バンクロフト糸状虫症の伝搬に関わるアカイエカの役割に関する実験的研究　　　　1441

ではなく，特にその数が多ければ多い程発育

の個体差が顕著に現われてくる。発育の遅れ

た幼虫はしばらくは生存しているがその内に

死亡するものが多い・第3及び第5表の第2

群ではⅠ期幼虫は既に死亡しているがⅡ期幼

虫は尚生存している．所が第3群以下では丑

期幼虫も死亡しており，既に溶解し始めてい

るものもある．

第（▲）花期の幼虫は発育が極めて速かであつて

発育の個体差も著しく現われ，発育の遅れた

ものは次第に死亡していく事は既に述べたが

Ibの時期のものは死後溶解する事が比較的

少なく柏完全な形で蚊の胸筋内に残りギムザ

でよく染まるのが常である．所がIc以上将

に発育の旺盛な†期のものは死後溶解するも

のが多い．然し　Ⅱa及びIbの或るものは

死後黄変し柏堅くなつて長期間溶解せずに胸

筋内に残る場合もある．Ⅲ期に到達すると胸

筋を出て体腔内を自由に移動し始め1，2日

後には感染幼虫となるが適温下では感染幼虫

は蚊が自然に死亡する迄は生存し得ると考え

られる．但し後述するように蚊の附属肢の内

部に頭端を突込んだような場合にはそのまゝ

死亡する事がある。

第3及び5表の第1群の数字は感染幼虫が

発育してくる以前に自然死を遂げた蚊体内で

のフィラリア幼虫数及び1♀平均数を示すも

のであるが，1♀平均の幼虫保有数は第2群

のそれらと比較して同じ位か或は更に大であ

って第3群以下と比較すると著しく大であ

る．この泰実を逆に考えれば比較的多寄生を

受けた蚊が早期に死んでいることを示すもの

のようである．既に述べた27。C　での実験

の第1群に属する♀No・12は異常行動を示し

たが体内には令計116隻の幼弱幼虫を保有し

ていた如き埠その好例である．幼弱幼虫の寄

生による障害の原因機制については今は説明

出来ないが，少なくとも多寄生を受けた場合

には蚊の寿命が可成り短縮せしめられるもの

と考えねばならない．

（2）患者の仔虫保有数と蚊の摂取する仔虫数と

の関係について

患者の末梢血．のこ定量．（20cmm）中の仔

虫数と満腹♀蚊の摂取仔虫数との関係につい

ては第2報で詳しく報告す為予定七あるが，

大体に於ては仔虫の多い患者から吸血させた

場合程，蚊の摂取する仔虫数は多し＼ようであ

る．然しこの両者は必ずしも比例的ではな

い・27。C　及び25。C　の実験を行つた11月

には自然界で採集される蚊の幼虫や嫡は大き

く従つて成虫も大であり吸血畳も他の季節の

ものよりも多く1♀の満腹時の平均血液摂取

量は約6．7Cmmであるから20cmmの約十

の血液を吸う事になる。従つてもし人末梢血

液中の仔虫の分布が均等であると仮定すれば

20cmm中に含まれる仔虫数の約十に相当す

る仔虫を1満腹蚊は摂取すると予想され，

270C（第2表）の実験ではその予想数は

40．8であり，25。C（第4表）では10．3であ

る。所が実際には前者の場合の38♀について

の平均は．11．3（第3表）で，後者では7・7

（第5蓑）であつて，前者の場合には予想数

と実測数との間に著しい食い違いがみられ

る．この種の食い違いは同一患者から同一時

刻に吸血させた一群のアカイエカの個体間に

も普通に見られることであるが，これらの事

実は，人末梢血中の仔虫は均等には分布して

おらず，大小の群団をなして分布している事

を暗示するものである。然し，こゝに興味の

あることは，上述のように蚊の個体によつて

摂取し得る仔虫数に差があるにも抱らず，各

群を単位として1♀平均の仔虫保有数をえる

と第3及び5表の何れの場合にも日数の経過

に伴つて次第に減少し∵いることである・こ

の減少の有様を両実験について比較し得るた

めに各群海の1♀の幼虫保有数を夫夫の総平

均である11・3及び7．7で除した商の系列を各

表の最右端縦欄に示したが，その減少の度合

は27。C　では急であり，25。C　では緩であ

る。このことは前者に於て幼虫保有数が後者

の場合より大であつて，その数が多い蚊が比

較的早く死亡する事と関係があるように思わ

れる。（第3表の第2群が大であるこ．とにつ

いては後述する）．
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（3°　第Ⅲ期幼虫の移動性と組織，器官及び附属
肢内への侵入性について

第∬期幼虫の蚊体内に於ける分布について

は詳細な報告は少なく，一群の蚊が自然に死

んで行く順序に従つて体内分布を調べた成績

は全くない．第2及び第4図には夫夫27CC

及び25。C　の場合の各群毎の蚊体内分布の

状態が百分率法によつて示されているが既に

述べたように27。C　での実験では胸部と腹

部に多く，頭．吻，肢間には大差がない．然

し25。C　では個体数の少なかつた第5群を

除けば胸部に棺多く，吻，頭，腹部の三者間

には大差なく肢では多少少ない．この両実験

結果を通じてみると胸部と腹部ではその数が

比較的多いが，頭部，吻及び肢の何れの部分

にも少なからず侵入している事が分る・特に

従来全く或は殆んど見逃されていた肢に可成

りの感染幼虫が侵入している事実は注意すべ

きことである。

フィラリア幼虫は打期に達すると移動性に

つゞいて組織等へ侵入する性質が現われてく

る．胸筋内でⅢ期に達した幼虫が体腔内を自

由に移動するであろうことは，剖検時胸部と

腹部の移行部，頭部及び下層内等に於て全く

相反する方位を取つた幼虫が発見される事か

ら想像し得る．山田（1927）はⅢ期幼虫は一

旦腹腔内に移動し感染型となるに従つて胸腔

から頭部を経て吻鞘に移動するとの見解を公

にしているが，この様な方向を持つた移動を

なすものでない事は著者の上記の観察からも

想像されるが更に，第2及び第4図から分る

ように’蚊体内各部に分布する感染幼虫数の

割合が，感染型に到達した以後の経過日数と

特定な関係にないこと即ち，日数が経過する

程，頭部や吻鞘内に多く発見されると云うよ

うな傾向が認められない事からも明らかであ

る．

移動し始めたⅢ期幼虫が感染型となるにつ

れて組織内等へ侵入する性質が現われてき

て，腿節内へ極めて屡侵入し時に脛節，稀に

は第3紺節に迄入込んでいる．又，麺の基部

内に頭部を突込んでいる場合もある．頭部で

は触棄の基節内に突込んでいる場合が多く，

触角の基部内へ突込んだり，眼球内に入り込

んでいる場合もある・吻鞘に侵入する事は周

知の事であるが稀には，その末端から体の一

部を突き旧している場合もある．この様な習

性は吻から脱出し人類への皮膚感染を起すの

に役立つと思われる●　然し趨根部，触角或は

触賀等へ頭端を突込んだものは虫体が生きて

いてもこゝから引き出すことが困難であり，

そのまゝ死亡しているものも多いので，自ら

後退することがたー1来ず自らの生命を絶つ結果

となるのではないかと思われる．要するにⅢ

期幼虫は体腔内を自由に移動し感染型となる

や吻鞘その他体の各部へ侵入し，小穴或はそ

の他の器官，組織内へも突入するものと思わ

れる．

（4°　感染蚊の死期とフィラリア幼虫教との関係

について

既に述べたように（第3及び5表）蚊体内

のフィラリア幼虫数は蚊の感染後の経過日数

と共に減少している事がみられる．その原因

として考えられる事は，（a°多寄生を受けた

蚊が早く死ぬ．（b）死亡した幼虫が溶解す

る．（c）感染幼虫が吻端から自然に或は脱脂

綿から吸水中に脱出する可能性のある事など

である．

（a）多寄生を受けた蚊が早期に死亡する

事については既に言及してきたが，第2及び

3表並びに第4及び5表から分るように第1

群の死亡蚊の中にはⅠ期のC，d及び∬期a

の多寄生を受けて異常行動を示すものがある

ことは既に述べた通りである．然し多数に異

常行動をなす蚊が現れ，これらを剖検してⅢ

期幼虫の多寄生を認めたのは第2表の第2群

に於てであり，第4表の第2群に於ても同様

の傾向が見られた．

著者の云う異常行動とは’蚊体内でⅢ期幼

虫が発育して来た頃から数日或は10日位の間

に（それ以前或は以後にも見られないことは

ないが°，飼育籠の底板の上に静止していた

り，歩き廻ったりしていて，刺戟を与えても

飛び立ち得なかつたり，僅かな距離を飛び歩

いたり終には転倒したり起き直つたりなどす
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死亡した幼虫が溶解して虫体が認められなく

なる事のあることは既に述べたがこの事がど

の程度に起るものかについては今の所実証す

る方法がない．著者は本実験に於ける剖検時

と染色標本の観察から溶解した虫体が認めら

れなくなる数はあまり多くはないと考えてい

る。然し例えその数が多くなくとも幼虫数の

減少の一因とはなり得る．

（C）感染幼虫の吻端からの脱出につい

て．感染幼虫を保有する蚊が砂糖水を浸した

脱脂綿から吸水中，幼虫が吻端から脱出する

か否かを直接証明する事はできなかつたが，

間接的には次の観察によつて想像することが

できる・自然に死亡した蚊の吻端から感染幼

虫が体の一部を出している事が稀にはある．

叉，麻酔させた蚊を生理的食塩水や水道水の

上に浮べておくと吻端から可成りの幼虫が脱

出する．この場合麺や肢を引き抜いておくと

これらの傷口からも脱出する・この様に自然

に脱出して行くであろうことも，感染後の経

過と共に幼虫数が減少していく一国と考えね

ばならないと思う．

以上を要するに，主として，多寄生を受け

た蚊が早く死亡する傾向にあることにより，

更に，蚊体内で死亡した幼虫が長い間には溶

解して虫体が認め得なくなる場合のある事或

は崎期幼虫が吸水時に吻端から脱出するであ

ろう事などによつて，自然に死亡していく蚊

の体内に於けるフィラリア幼虫の数は日数の

経過と共に減少していくものと思われる。

括

て¶期に到達するのに必要である。Ⅱ期は4

日位で終るがその間速かな成長がみられる．

I期及び¶期の発育は総べて胸筋内で行われ

る．m期になると体腔内を自由に移動し始

め，感染型となると組織，器官，附属肢「侵

入する性質が現われてくる．

25。C　での発育過程は27。C　でのそれと

全く平行的であるが感染幼虫となる迄には最

短15日を必要とする。

る異常な或は気遣いじみた行動を指すので

あつて，正常な蚊が自然に死に瀕した時に示

す行動とは明らかに異なる．このような個体

は終には死亡していくものが多いが正常な状

態に戻るものもある．この様な状態の蚊を

13～15。Cの低温に曝すと正常にもどる場合

が多い（幼虫の運動が低温のため停止するた

めと思われる）．異常行動を起した蚊を剖検

すると幼虫の多寄生を受けている場合が多い

が，時には僅かに数隻のⅢ期幼虫しか発見で

きない時もある．この異常行動を起す原因機

制については既に述べたⅢ期幼虫の移動性と

組織内への侵入性が考えられる即ち蚊の運動

器官或は感覚器官への侵入，通過或は占拠に

よるものと考えられる・従つてこの行動が一

過性に過ぎることもあり得るし，小数の感染

幼虫によつても起され得るが，多寄生を受け

た場合にその機会及び度合が甚しくなり致命

的な障害を結果する事も多くなる筈である．

この現象は一般的には仔虫数の多い患者から

吸血させた蚊群に於て，より顕著にみられる

筈であつて，27。C　での実験の第2群の平均

隻数が多いことはその好例であるように思う．

これに反して，一般的には長期間生存し得た

蚊体内には幼虫数が少ないのが当然のように

思われる・

（b）発育の途中死亡した幼虫が溶解する

ために起ると考えられる幼虫数の減少につい

て。　発育途中の幼虫の死亡は不適温度下で

蚊を飼育する場合に顕著に現われるが，適温

下でも多寄生を受けた場合に多く見られる．

総

1）本報告は昭和27年から32年迄の間に’

C”，β”ががβ〝∫如！一β〝g体内に於けるⅣ”√ゐβ－

γβγダαゐα乃cγ所gの幼虫の発育，生存に及ぼ

す各種温度の影響を調べた一連の研究の内，

27。C　及び25°C　に於ける実験結果をまと

めたものである．

2）蚊体内でフィラリア幼虫が発育を完了

するのに，27。C　では最短12日を要する・そ

の十以上の日数は仔虫が脱鞘，移動，変態し
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3）仔虫保有数の多い患者から同時に吸血

させた→群の蚊が摂取する仔虫の数は仔虫の

少ない患者から吸血させた場合より平均的，

一般的には多いが必ずしも比例的ではない．

又’同一患者から同時に吸血させた蚊の個体

間にも摂取仔虫数の著しい個体差がみられ

る．これらの事実は人末梢血流中の仔虫の分

布が均等ではなく大小の集団をなしているで

あろう事を暗示する・

4）同一患者から同時に及血させた一群の

蚊が自然に死に或は死に瀕したものを順に剖

検して保有する幼虫数を調べ’一定期日毎に

まとめてみると各期間毎の1♀平均幼虫保有

数は蚊の感染後の経過日数に従つて段階的に

減少する・．この現象は，（1）多寄生を受けた蚊

が早く死んでいく事と重大な関係があり，（2）

発育の途中死亡した幼虫の中には溶解して虫

体が認められなくなるものがあること及び（3）

感染幼虫が蚊の吸水中吻端から脱出するであ

ろう事等もその原因の一部であろうと思われ

る．

5）多寄生による障害はI期或はⅡ期の初

期の幼虫が盛んに発育していく時にも起され

るようであるが，主としてⅢ期幼虫が多数に

蚊体内を移動し組織，器官の中に侵入したり

これを通過或は占拠す為時に起るものと考え

られる．

6°　第Ⅲ期幼虫の蚊体内での分布をみると

胸腔及び腹腔内には柏多いが，頭部，吻鞘内

或は肢脚内部へも可成りに侵入している．こ

れらは又，自由に移動し得るものと考えられ

るが日数の経過に伴う蚊体各部での分布数の

比率はあまり変化しない・紺節の末端或は触

責，触角，麺板ゐ内部等へ頭部を突込んだ幼

虫はそのまゝ死亡するものが多いように思わ

れる。これらの事から，感染幼虫は胸筋を出

てから一定の道順に従つて移動して終には吻

鞘内へ集まっていく様な合目的的な移動をす

るものではなく，移動性と組織等への侵入性

に支配されて体腔内や吻鞘内を自由に移動す

ると共に，運動器官や感覚器官へ侵入したり

こゝを通過したり，これを占拠したり或は附

属肢の基部内へ頭端を実込んだりする。これ

らの性質は蚊に機能的障害を与えることにも

なり，或る場合には自滅の原因ともなるが，

疫学的に興味があり重要なことはこの侵入性

の故に人への皮膚感染が可能のように思われ

ることである．
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